
S-4

写真③写真④（次頁参照）

写真位置（北東壁スケッチ）

写真⑤
（次々頁参照）

←NW SE→

1m

＊写真中の白いスプレーは岩盤上面等
を示したものであるが，詳細観察前の
ものであり，スケッチと異なる。

写真③ 北東壁写真

・S-4は，基盤直上の砂礫層に変位・変形を与えていない。

S-4トレンチ －北東壁写真－

※1

※1 ※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※2

5.3-4-23

※3

※3：N44～60°E/80°NW （真北補正）
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主せん断面
※写真中の白いスプレーは岩盤上面等を示したものであるが，

詳細観察前のものであり，スケッチと異なる。
1m

←NW SE→

写真④ 北東壁拡大写真

S-4トレンチ －北東壁拡大写真－

5.3-4-24
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主せん断面

←NW SE→

写真⑤ S-4付近拡大写真（岩盤上面を加筆）

S-4トレンチ －北東壁S-4付近拡大写真－

・堆積構造が確認できるトレンチ
壁面の詳細な写真の観察によ
れば，主せん断面の直上におい
て，岩盤の上面に段差はなく，そ
の直上を覆う砂礫層に断層変位
を示唆するようなせん断面や地
層の擾乱は認められない。

岩盤
上面

10cm

5.3-4-25
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スケッチ（南西壁）

S-4付近拡大

固結した粘土・砂状破砕部

（凝灰質な細粒部）

スケッチ
拡大範囲

粘土状破砕部（シーム）
が認められる

粘土状破砕部（シーム）
が認められない

*

* ： シーム（同延長部を含む）とは，シームが認められる部分の
ほか，凝灰質な細粒部が分布するがシームが認められない
「シーム延長部」を含めて図示したもの。

「シーム延長部」に
対応する区間

※2

※1

（赤下線部の記載については，上図を参照）

※1：スケッチ時の記載用語。
詳細については補足資料2.2-1を参照。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※1

○当時の記載によると，岩盤の下半部には粘土状破砕部（シーム）及び固結した粘土・砂状破砕部（凝灰質な細粒部）が分布し，岩盤の上半部には固結した
粘土・砂状破砕部（凝灰質な細粒部）のみ分布する。

○固結した粘土・砂状破砕部のみ分布する箇所も含めて，S-4が連続するものとした。

（当時のスケッチの記載）

【破砕部の分布について（参考）】

5.3-4-26

※3：N52°E/74°NW （真北補正）

※3
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0 100m

S-4 トレンチ

G-10

＜位置関係＞
・S-4トレンチは標高約26m，ボーリングG-10孔は標高約27.7mに位
置し，ともに中位段丘Ⅰ面と高位段丘Ⅰa面の間の緩斜面上に位
置する。

旧地形図（立体地図）

断層（地表に投影)

ボーリング

トレンチ

＜地質状況＞
・G-10孔及びS-4トレンチにおける基盤（穴水累層）の上面標高は，いずれも約25mである。
・G-10孔の堆積物（深度0.25～2.70m）は，S-4トレンチに分布する堆積物と地層の層厚や色

調，含まれる礫等が類似している。

■S-4トレンチの堆積層の年代に関するデータ拡充を目的として，S-4トレンチに近接し，類似した地形面上で採取した既往の
ボーリング試料(G-10孔)を用いて，地質観察及び火山灰分析等を行った。

（GL 27.68m）

-3.0m

-2.5m

-3.5m

-2.0m

GL-0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

地質名

a層

b層

c層

穴水累層
安山岩

北東壁スケッチ

（GL 26m）

基盤上面
EL 25m

＜G-10柱状図＞

＜S-4トレンチスケッチ＞

地質観察結果
S-4トレンチ ボーリングG-10孔

明褐色土壌
色調：7.5YR4/7

土壌構造：弱度，中～細粒亜角塊状
a層

色調：10YR6/3～7.5YR6/6
下部で赤み強い

土壌構造：無水Brのため判断できず

赤色土壌

色調：2.5YR～5YR4/7
やや明瞭な網目状の斑紋あり

土壌構造：中～強度，細粒亜角塊状
礫：下部に安山岩礫を含む

（最大径60cm，平均径5～7cmの
亜角～亜円礫，10～20%程度混入）

b層

色調：2.5YR4/4～5YR5/6
弱い斑紋あり

土壌構造：無水Brのため判断できず
礫：下部に安山岩礫を含む

（径20mm程度）

砂礫層

色調：黄褐色～雑色
礫：最大径20cm，平均径2～4cm

安山岩亜円～亜角礫主体，
径2cm以下にくさり礫が多い

基質：固結した粗粒砂～細礫で安山岩片
を主体とする

c層

色調：褐色～にぶい黄褐色
礫：径数～20mm（黄色～灰色）

安山岩亜円～亜角礫主体，
くさり礫化

基質：シルトからなり，細～粗粒砂
が混じる

砂礫層

赤色土壌

明褐色土壌

*：赤字は性状が類似する箇所

表土

b層（礫混じり）

S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充①

※1

※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※2

5.3-4-27

※3 ※3：N44～60°E/80°NW （真北補正）
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試料は10cm間隔

・火山灰分析の結果，a層中にAT（2.8～3万年前），b層中にK-Tz（9.5万年前）の降灰層
準が認められる。

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

＜G-10柱状図＞

■G-10孔コアから火山灰分析及び遊離酸化鉄分析を実施した結果について，以下に示す。

コア写真（深度0～4m）

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

柱状図範囲1986年3月撮影

1号機建設時のボーリング G-10

3 4

地質名

表土

a層

b層

b層（礫混じり）

c層

穴水累層
安山岩

遊離酸化鉄分析結果
火山灰分析結果

・ 遊離酸化鉄分析の結果，b層はS-4トレンチに分布
する赤色土壌と同様に，能登半島の赤褐色土壌
～赤色土壌に相当する。

←

遊
離
酸
化
鉄
中
の
非
晶
質
の
割
合

Feo：酸性シュウ酸塩可溶鉄（非晶質），Fed：ジチオナイト可溶鉄（結晶質，非晶質），Fet：全鉄

F2

永塚（1975）による褐色森林土の分布域

永塚（1975）による黄褐色（森林）土の分布域

永塚（1975）による赤色土の分布域

●S-4トレンチの赤色土壌
■G-10孔のb層

鉄化合物中の結晶質遊離酸化鉄の割合→

F3
F1

G-10-1.4m
G-10-1.8m-3.0m

-2.5m

-3.5m

-2.0m

GL-0m
（GL 27.68m）

基盤上面
EL 25.0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

試料
番号

遊離酸化鉄分析

遊離酸化鉄分析

AT

K-Tz
(G-10-1.4m)→

(G-10-1.8m)→

※

※K-Tzの降灰層準と認定した箇所より
も下位に検出されたβ石英は，浸透等
によるものと判断。

S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充②

5.3-4-28

能登半島の赤褐色土壌（中位段丘面）

能登半島の赤色土壌（高位段丘面）

・S-4トレンチの砂礫層に相当する地層であるG-10孔のc層は，火山灰分析・遊離酸化鉄分析の結果を踏まえると，少なくとも約12～13万
年前以前の堆積物であると考えられる。
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